
）には，乾式の拡張
式ドラムクラッチとバンド式のドラムブレーキ（以下，
バンドブレーキ）が装着されていたが，この構造のブレ
ーキにおいては以下の問題があった。
① 高速動摩擦係数が小さいので，負荷を高速でフリーフ
ォール降下させると制動停止ができなくなる恐れがあ
る。

② 連続してフリーフォール降下を行うと，ブレーキのオ
ーバヒート（フェード現象）により必要なブレーキ力
が確保できなくなる。

③ ブレーキライニングが摩耗するので，摩耗粉が周囲に
飛散してしまう。

④ ブレーキライニングの定期的な調整および交換が頻
繁に必要になる。

　ウインチのフリーフォール降下は作業能率や省エネル
ギーの観点では極めて有利であり，特にバケットの位
置・運動エネルギーを仕事に変換する作業には必須の機
能であるが，バンドブレーキ構造によるフリーフォール
作業は好適なものとはいえなかった。
　海外ではウインチの湿式ブレーキ化が考えられ，既に

商品化されているが，吊荷が軽負荷であるときにはフリ
ーフォール速度が遅いことと，ブレーキ操作性能がオン
オフ的であるという特徴的問題が解決されていなかっ
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